
■
加か

古こ

大お
お

池い
け

一
六
六
〇
年
代
（
江
戸
時
代
）
に
加
古
新
村
の
開
拓
と
あ
わ
せ
て

築
か
れ
た
北
池
、
南
大
池
、
跡
池
、
中
池
、
五
軒
屋
池
の
五
つ
の
た

め
池
が
一
つ
に
統
合
さ
れ
、現
在
は
加
古
大
池
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

開
発
当
初
は
隣
の
地
区
に
あ
る
風
呂
ノ
谷
池
の
余
り
水
を
水
源
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
田
の
開
発
が
進
み
用
水
不
足
を
起
こ
す
よ
う

に
な
り
、草
谷
川
を
水
源
と
す
る
大
溝
用
水
の
開
削
（
一
六
八
〇
年
）

や
河
原
田
井
堰

の
余
水
の
利
用

（
一
七
一
〇
年
）

が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。一

八
九
一

（
明
治
二
十
四
）

年
の
淡
河
川
疏

水
完
成
と
と
も

に
、
練
部
屋
か

ら
加
古
支
線
を

通
じ
て
分
水
を

受
け
る
こ
と
と

現在の加古大池

◎
施
設
に
関
す
る
事
項
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な
り
、
安
定
し
た
水
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
た
め
池
の
老
朽
化
が
進
み
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）

年
に
五
つ
の
た
め
池
を
統
合
す
る
大
改
修
を
始
め
、
一
九
四
九
（
昭

和
二
十
四
）
年
に
完
成
し
、
兵
庫
県
内
で
も
っ
と
も
大
き
な
規
模
の

た
め
池
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
か
ら
二
〇
〇
〇
（
平
成

十
二
）
年
に
か
け
て
、
堤
体
や
取
水
施
設
の
改
修
工
事
と
と
も
に
、

大
雨
の
時
に
洪
水
を
一
時
的
に
加
古
大
池
に
貯
水
す
る
機
能
を
持
た

せ
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は
、
加
古
大
池
を
ね
ぐ
ら

と
す
る
ツ
バ
メ
な
ど
の
野
鳥
を
保
護
す
る
た
め
、
ア
シ
原
を
残
し
た

り
、
止
ま
り
木
を
設
け
る
な
ど
、
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
た
め
池
に

す
る
た
め
に
遊
歩
道
や
広
場
、
水
遊
び
の

で
き
る
施
設
な
ど
を
造
成
し
ま
し
た
。
今

で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
地
域
の

い
こ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加古大池
○ 面積：49 ヘクタール（甲子園球場の 12 倍）
○ 周囲：3キロメートル
○ 貯水量：130 万トン（学校のプールおよそ
6500 杯分）

○ 加古大池の水で稲を育てている水田面積：295
ヘクタール

ウィンドサーフィンを楽しむ人々（加古大池）
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■
御み

坂さ
か

サ
イ
フ
ォ
ン

淡
河
川
疏
水
の
最
大
の
難
関
は
、
疏
水
が
幅
七
百
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
志
染
川
（
淡
河
川
と
山
田
川
が
合
流
し
た
川
の
名
前
）
の
渓
谷

を
渡
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
工
法
と
し
て
、
農
業
水
利

施
設
と
し
て
日
本
初
の
鉄
管
に
よ
る
噴
水
工
（
サ
イ
フ
ォ
ン
工
）
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
北
区
淡
河
町
木
津
の
取
水
口
か
ら
始
ま
る
疏
水
は
、
淡
河

川
の
右
岸
の
丘
陵
地
に
入
り
、
御
坂
の
北
側
の
丘
ま
で
来
る
と
、
直

径
約
九
十
セ
ン
チ
の
鉄
管
に
つ
な
が
り
ま
す
。
吸
い
込
ま
れ
た
用
水

は
、
志
染
川
に
か
か
る
「
め
が
ね
橋
」
ま
で
管
内
を
一
気
に
下
り
、

橋
を
渡
る
と
対
岸
に
設
置
さ
れ
た
管
の
中
を
丘
の
上
ま
で
駆
け
上
が

り
、
南
側
の
丘
の
頂
で
噴
出
し
ま
す
。

原
理
と
し
て
は
単
純
な
仕
組
み
で
す

が
、
巨
大
な
鉄
管
を
用
い
た
工
法
は

当
時
例
の
な
い
新
技
術
で
し
た
。

用
い
ら
れ
た
鉄
管
は
、
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
た
銑
鉄
製
で
は
な
く
、
強

度
や
軽
量
性
に
優
れ
た
錬
鉄
（
マ
イ

ル
ド
ス
チ
ー
ル
）
製
を
使
用
し
ま
し

た
。
事
業
を
監
督
し
た
パ
ー
マ
ー
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
直
径
の
異
な
る
三
種
類

（
約
八
十
一
セ
ン
チ
、
八
十
六
セ
ン
チ
、

九
十
一
セ
ン
チ
）
の
錬
鉄
管
を
発
注

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
船
や
馬
車
で

輸
送
す
る
時
、
三
本
を
一
組
と
し
て

入
れ
子
に
し
て
、
安
く
大
量
に
運
べ

る
よ
う
工
夫
を
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
初
代
の
鉄
管
は
老
朽
化
に
よ

り
廃
止
さ
れ
、
二
代
目
の
鉄
管
が

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
に
、
三

代
目
の
現
在
の
鉄
管
は
一
九
九
一
（
平

成
三
）
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現在の御坂サイフォン

129.89メートル

南側

735.30メートル

132.34メートル

北側
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め
が
ね
橋
は
、
志
染
川
の
上
に
鉄
管
を
渡
す
た
め
に
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
橋
は
、
近
く
で
切
り
出
さ
れ
た
砂
岩
で
出
来
て
お
り
、

今
で
も
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
造
ら
れ
た
当
初
の
姿
を
留

め
て
い
ま
す
。
二
代
目
の
鉄
管
を
設
置
す
る
工
事
の
際
、
も
と
の
め

が
ね
橋
に
沿
っ
て
下
流
側
に
新
し
い
め
が
ね
橋
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
造
ら
れ
、
そ
の
中
に
鉄
管
が
通
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て

め
が
ね
橋
は
、
志
染
川
の
上
流
側
か
ら
と
下
流
側
か
ら
と
見
る
場
所

に
よ
り
お
も
む
き
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、
三
代
目
の
鉄
管
は
、
め

が
ね
橋
の
と
こ
ろ
で
は
、
二
代
目
の
鉄
管
の
内
側
に
通
さ
れ
て
い
ま

す
。

めがね橋（上流より）
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■
練ね
り

部べ

屋や

分ぶ
ん

水す
い

所じ
ょ

練
部
屋
分
水
所
は
水
源
の
淡
河
川
と
山
田
川
か
ら
練
部
屋
（
神
戸

市
西
区
神か
ん
で
ち
ょ
う

出
町
紫ゆ
う
だ合
）
に
導
か
れ
た
水
を
、下
流
の
六
つ
の
地
域
（
加

古
、
天
満
、
蛸
草
、
森
安
、
手
中
、
印
南
）
に
分
け
る
施
設
と
し
て
、

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
は
レ
ン
ガ
造
り
の
四
角
形
で
し
た
が
、
完
成
の
翌
年
に
発

生
し
た
大
雨
の
被
害
を
受
け
、
六
角
形
に
造
り
直
し
ま
し
た
。
現

在
の
も
の
は
直
径
十
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
に
円
筒
分
水
工
と
い
わ
れ
る
工
法
で

造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
配
水

口
は
統
合
さ
れ
て
、
現
在
は

四
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
水
所
の
構
造
は
、
い
ず

れ
も
上
流
か
ら
届
い
た
水

を
、
い
っ
た
ん
分
水
工
の
下

部
に
も
ぐ
ら
せ
て
、
分
水
工

の
中
央
部
か
ら
吹
き
上
げ
、

流
れ
と
水
位
を
安
定
さ
せ
て

水
を
分
け
る
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

練部屋分水工の変化（模式図）

（参考資料：いなみ野台地を潤す水の路“淡河川山田川疏水”）

1893（明治 26）年

六角形分水工（平面図）

1891（明治 24）年

矩
く
形
けい
分水工（平面図）

1959（昭和 34）年

円筒管分水工（平面図）
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